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　小学生約30人が、日立マクセル女子ソフトボール部
の選手の皆さんからソフトボールの実技指導を受けまし
た。
　場所は大山崎小学校グラウンド。ウォーミングアップ
のあと、ノックやバッティング練習、ピッチング練習な
ど、１時間半の濃密な練習をこなしました。
　「チェンジアップの投げ方を教わりました。これまで
は試合で使えなかったけど、今日ですごく良くなりまし
た。この後の練習試合が楽しみです！」と感想を語って
くれたのは、第２大山崎小学校区のスポーツ少年団ソフ
トボールチーム「ジークバード」のエース、植田きらら
さん（５年生）。成果は上々だったようです。

12/11 次の試合が楽しみ！
日立マクセル女子ソフトボール部が実技指導

　今年で２回目となる大山崎町福祉まつり。近隣の福祉
団体がバザーを開いたほか、パンやコーヒー、つきたて
餅の販売コーナーや、活動展示コーナーなどもあり、会
場となった中央公民館は多くの人で賑わいました。
　また、式典に続いて上映された映画「トイ・ストーリ
ー３」も大人気で、入場整理券の配布には長い行列がで
きていました。
　楽しいお祭の雰囲気の中で地域福祉の大切さについて
学ぶことができる、貴重な１日となりました。

12/11 楽しみながら学びました
第２回大山崎町福祉まつり

　町立各保育所で今年もクリスマス会を開催しました。
今回取材にお邪魔したのは、第２保育所。
　パネルシアターや年長さんによるキャンドルサービス
で盛り上がった後、立派な髭を蓄えたサンタクロースが
プレゼントを持って登場すると、子どもたちは大歓声で
迎えました。サンタさんへの質問コーナーでは、「鍵閉
めてるのに、どうして家に入れるの？」という、少し“大
人な質問”もありましたが、「煙突があれば煙突から入
るんだけど、煙突がなかったら、鍵を閉め忘れてる窓を
探して入るんだよ」とサンタさん。なるほど。
　プレゼントをもらった子どもたちは、見ているこっち
が幸せになるような笑顔で「ありがとう、サンタさん！」。
子どもたちにとって、思い出に残る素敵なクリスマスに
なったことでしょう。

12/22 プレゼントもらったよ！
町立保育所クリスマス会

　校舎が新しくなったのを機に、これまで以上に地域に
開かれた学校を目指している大山崎中学校。家庭科の授
業でも、積極的に地元ゆかりの食材を使った調理実習に
取り組んでいこうということで、５月のタケノコを使っ
た調理実習に続く第２弾として３年生の授業で実施され
ました。
　作ったのはエゴマを使ったロックケーキ。ごつごつし
た岩のような外観で、クッキーに似た食感が特徴。生地
にすりつぶしたエゴマを加え、オーブンで焼き上げて完
成です。一部の班で失敗もありましたが、それもご愛嬌。
「思ったよりおいしい！」と、皆でき栄えに満足そうな
ようすでした。

12/16･17 思ったよりおいしい！
大山崎中学校でエゴマを使った調理実習

　日頃、通学路に立って登下校の見守りをしてくれてい
る「にやまっ子見守り隊」の皆さんに、子どもたちから
感謝を込めて、歌や手紙、手作りのネックレスなどが贈
られました。中でも、この日のメインは豚汁。具材のう
ち、大根と白菜は小学校で収穫したもので、そのほかの
具材も、小学校で育てた夏野菜を販売した収益金で購入
したもの。前日には、子どもたち自身が頑張って野菜を
切りました。
　参加した「にやまっ子見守り隊」の皆さんは、「具だ
くさんで美味しいです」「良い味出てるよ」と笑顔で感
想を語ってくれました。

12/22 日頃の感謝を豚汁に込めて
地域ふれあい交流パーティー

　離宮八幡宮の境内で、エゴマを使ったさまざまな取り
組みを体験できる公開ワークショップを開催しました。
　天王山の間伐材を使ったお箸づくりでは、木を削り、
仕上げにエゴマ油を塗って完成。乾燥したエゴマの実や
葉を混ぜ込んだエゴマ石鹸作りも人気で、皆思い思いの
形に仕上げて楽しんでいました。
　また、エゴマの実と大根菜の炒め物や、大根とエゴマ
の酢の物、エゴマキムチなど趣向を凝らしたエゴマ料理
も振る舞われ、参加者たちはふだん食べることのない珍
しい料理に舌鼓を打っていました。
　２年目を迎え、さらに活動の幅が広がったエゴマ油復
活プロジェクト。エゴマのさまざまな可能性をめいっぱ
い楽しんだ１日でした。

12/12 エゴマの可能性いっぱい
エゴマ油復活プロジェクト公開ワークショップ

１球１球細かな指導
を受けながらピッチ
ング練習に打ち込む
植田きららさん。教
えられたことを少し
でも自分のものにし
ようと、感触を確か
めながら丁寧に投げ
込んでいました

①エゴマ料理に行列を作る参
加者の皆さん　②実験用搾油
機を使って、昨年秋に収穫し
たばかりのエゴマの実から油
を搾りました　③辺りが薄暗
くなってきた夕刻、境内に並
べた行灯に火をともしました

子どもたちの歌に聴き入
る「にやまっ子見守り隊」
の皆さん

寒い日でしたが、子ども
たちの愛情がこもった豚
汁で体の芯から温まりま
した
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③
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シリーズ
救急救命最前線

救急現場からのメッセージ
や、救急症例などを紹介し
ます。
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「ねたきり老人等介護見舞金」 
７月未受給の方に支給
　高齢者を在宅で介護している家族
の方に「ねたきり老人等介護見舞金」
を支給します。
対象＝基準日（平成23年２月１日）
現在、次の要件すべてに該当する方
のうち、平成22年７月にこの見舞金
を受給しなかった方
○ 介護者、要介護者の両者が町内に
在住している
○ 要介護３・４・５の認定を受けて
いる満65歳以上の高齢者を、在宅
で介護している家族介護者
※ 基準日現在、要介護者が入所また
は３カ月以上入院している場合、
または他市町村から転入後６カ月
が経過していない場合、対象外
支給額＝年額30,000円（年１回）
※ 口座振込をご利用ください
申請期間＝２月１日火～15日火の平
日　8:30～17:15
申請方法＝支給申請書（役場１階町
民健康課に置いています）に必要事
項を記入・押印のうえ、下記まで。
問・申請先＝町民健康課高齢者福祉・
保険医療係（内137・138）

京都府高等学校奨学金
（新１年生）申請を受付
支給対象＝町内に在住の、次の要件
いずれかに該当する方
※ いずれも申請時における直近の町
民税が非課税であり、京都府のほ
かの奨学金を受けていないことが
条件
○ 母子・父子世帯（母または父以外
に20歳～64歳の方が同居していな
い世帯）
○児童世帯
○ 障害者世帯（父または母が障害者
手帳３級以上などの世帯）
○長期療養者世帯
※年齢基準日は平成23年３月31日
申請期限＝２月28日月
申請に必要な物＝▼直近の町民税非

課税証明書▼印鑑▼通帳など口座情
報の分かるもの▼身体障害者世帯や
長期療養者世帯の場合はそれを証明
するもの
問・提出先
乙訓保健所福祉室　☎933-1154
町福祉課社会福祉係（内153）

学校体育施設・岩崎運動広場 
団体登録説明会
　平成23年度、学校または岩崎運動
広場を定期的に利用する町内の団体
（10人以上）の方を対象に、説明会
を開催します。継続利用団体の方だ
けでなく、平成23年度からの新規利
用を希望する団体の方も参加してく
ださい。説明会当日、登録申請書を
配布します。
とき＝２月５日土
学校体育施設利用団体…10:00から
岩崎運動広場利用団体…13:30から
ところ＝町体育館研修室
定員＝１団体１人
問＝町体育館

「くらしの資金」を
お貸しします
貸付対象＝病気や失業、不慮の事故
などで経済的に困窮し、生活が立ち
行かなくなる恐れがあるものの、こ
の貸付によって自立更生が可能であ
ると認められる世帯
※ 生活保護世帯を除く
貸付限度額＝１世帯10万円以内
償還方法＝２年以内（据置期間４カ
月）
※ 無利子、無担保、無保証人
受付期間＝２月３日木～９日水
問＝社会福祉協議会

鵜
う

殿
どの

のヨシ原焼きが 
行われます
　当日の風向きによっては降灰が予
想されますので、洗濯物などにご注
意ください。
とき＝２月20日日9:00～12:00
ところ＝高槻市道鵜町および上牧町

内の桂川河川敷
問＝高槻市役所環境部環境政策室緑
政課　福田　☎072‒674‒7512

ベビーシートの貸出を
廃止しました
　町が保有するベビーシートの老朽
化により、貸出事業を廃止しました。
チャイルドシート（幼児用）の貸出
は今後も継続します。
問＝経済環境課清掃環境係（内245）

相　談

障害のある方の生活相談
（身体・知的・精神）
　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。
とき＝２月10日木13:30～15:30
ところ＝役場１階第１会議室
相談員＝地域活動支援センター「ア
ンサンブル」職員
問＝福祉課社会福祉係（内155）

暮らしと事業の行政相談会

テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼
契約書▼示談書▼内容証明など
とき＝２月17日木13:30～16:30
※ 毎月第３木
受付場所＝役場３階総務課（32番窓
口）
※ 申込不要、相談無料
問＝総務課秘書広報係（内311）

司法書士無料法律相談

　毎年２月は、「相続登記はおすみ
ですか月間」です。相続登記に関す
るご相談に、司法書士が応じます。
※ 相談無料、申込不要
とき＝２月18日金13:00～16:00
ところ＝役場２階第２・第３会議室
問＝総務課秘書広報係（内311）

救急車と消防車のペア出場

　「救急車を呼んだら消防車まで来た！」
「救急車と消防車が一緒にサイレンを鳴ら
して走っているのを見た！」皆さん、こん
な経験はありませんか？
　現在、乙訓消防では「交通量の激しい道
路などでの救急事案」および「119番通報
で重症患者と推測される救急事案」の場合、
出場指令時にＰＡ連携出場の体制をとって
います。
　ＰＡ連携とは、Pumper（消防車）と
Ambulance（救急車）の頭文字をとっ
た言葉で、消防隊と救急隊が連携して活動
することを意味しています。

PA連携出場の目的

○階段や通路が狭く救急隊だけでは傷病者
の搬出が困難な場合に、傷病者を救急車
に収容するのを補助する

○国道など車両の往来が多い道路において、
傷病者や救急隊員の安全を確保し、現場
での二次的災害を防止する

○心肺停止状態の傷病者に高度な処置をす
る必要があるとき、救急処置の支援をす
る

○救急車の出動要請が重なり、遠いところ
から救急車が出動することになった場合、
救急隊が到着するまでの間、応急処置を
する

　以上のように、乙訓消防では消防隊を効
率的に運用することで傷病者の救護や救命
処置などを迅速・確実に行い、安心・安全
な救急サービスの提供に努めています。
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消防出初式の最後に、平成23年の無火災を祈って
一斉放水を行いました
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国民年金保険料の納め忘れは 
ありませんか？
　保険料の納め忘れがあると、将来
受け取る老齢基礎年金の額が少なく
なったり、場合によっては年金が受
けられなくなることがあります。ま
た、万一のときに障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなること
もあります。
　そこで、保険料の納付には納め忘
れの心配がない口座振替をお勧めし
ます。納付の手間と時間を省けるだ
けでなく、振替方法（早割、一年前
納、半年前納）によってはお得な割
引も受けられます。
口座振替申込方法
口座振替申出書（役場１階町民健康
課窓口年金係に置いています）に必
要事項を記入、金融機関の届出印を
押印のうえ、お近くの年金事務所ま
たは金融機関窓口まで。
問＝町民健康課窓口年金係（内124）

国民健康保険税の納め忘れは 
ありませんか？
　国民健康保険税は、国保の重要な
財源です。納期までに必ず納めてく
ださい。事情により納付が困難な方
は、下記までご相談ください。
保険税は社会保険料控除の対象
平成22年中に納付した保険税は、全
額が所得から控除されます。もし納
め忘れがある場合は、今年度中に納
付しておきましょう。保険税を口座
振替にすると納め忘れがありません
ので、ぜひご利用ください。
問＝税財政課収納係（内141）

「保険税納付額のおしらせ」を 
希望者に発行しています
　平成22年中に納付した保険税額が
分かる「国民健康保険税の納付金額
のおしらせ」を希望者に発行してい
ます。必要な方は、被保険者証と本
人確認できるものをお持ちのうえ、
役場１階町民健康課（２番窓口）ま

でお越しください。
　なお、国保の納付義務者は「世帯
主」であるため、世帯主あてに納税
通知が送付されます。世帯の国保加
入者が複数である場合は、加入者の
保険税が合計して通知されます。同
一年度の間に国保加入者の資格取得
と資格喪失がある場合や、複数の加
入者のうち個人の支払金額を知りた
いという場合は、下記までお問い合
わせください。
問＝町民健康課高齢者福祉・保険医
療係（内128）

会社都合で離職した方には 
国保税の軽減措置も
　倒産、解雇、雇い止めなどの事業
主の都合（非自発的理由）で離職し
た場合、国民健康保険税が軽減され
る場合があります。軽減を受けるに
は、事業主の都合で離職した理由が
記載された「雇用保険受給資格者証」
が必要です。
※ 「雇用保険受給資格者証」はハロ
ーワークが発行します

軽減の対象＝次の要件すべてに該当
する方
○ 離職日の年齢が65歳未満で平成21
年３月31日以降に離職した方

○ 事業主の都合による離職（雇用保
険の特定受給資格者）または雇い
止めなどによる離職（雇用保険の
特定理由離職者）で、「雇用保険
受給資格者証」の離職理由が11,
12,21,22,23,31,32,33,34のいず
れかに該当する方

軽減の程度＝保険税の算定の元とな
る給与所得を30/100相当として算定
軽減期間＝離職日の翌日～翌年度末
※ 国保を脱退すると、原則その時点
で終了

問＝町民健康課高齢者福祉・保険医
療係（内128）

障害者手帳のない方も
条件を満たせば障害者控除の対象に
　障害者手帳の交付を受けていない

方でも、介護保険の要介護（要支援）
認定者で、認定調査票および主治医
意見書で「障害者に準じる者」と認
められる方は、障害者控除の対象に
なります。
　確定申告の際に必要な認定書は下
記窓口で発行します。
認定の目安＝心身の状態に関する意
見の欄中、次の要件いずれかに該当
する方
○ 「障害高齢者の日常生活自立度（寝
たきり度）」がＡ～Ｃ

○ 「認知症高齢者の日常生活自立度」
がⅡ以上

問＝町民健康課高齢者福祉・保険医
療係（内137・138）

高齢者などのおむつ代
条件を満たせば医療費控除の対象に
　ねたきりの高齢者などがおむつを
使用している場合、条件を満たせば、
医療費控除の対象となります。
　初回（１年目）の確定申告の際に、
ねたきり状態であることおよび治療
上おむつの使用が必要であることを
確認するため、医師が発行した「お
むつ使用証明書」と「おむつ代の領
収書」を提出してください。
控除を受けるのが２年目以降の方は
２年目以降は、下記の要件すべてに
該当する方に限り、医師の証明なし
で医療費控除が認められます。確定
申告の際に必要な確認書は下記窓口
で発行します。
○ 要介護認定を受けている
○ 主治医意見書の「障害高齢者の日
常生活自立度（ねたきり度）」が
Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２のいずれ
かである

○ 主治医意見書の「尿失禁発生の可
能性」欄が「あり」である

○ 主治医意見書が、おむつを使用し
た当該年に作成されたものである

問＝町民健康課高齢者福祉・保険医
療係（内137・138）

長寿苑カラオケ大会

　歌の好きな方、長寿苑の舞台で歌
声を披露してみませんか？
とき＝２月25日金10:00～15:00
ところ＝長寿苑大広間
対象＝町内に在住の60歳以上の方
※ 参加無料、参加賞あり
申込締切＝２月18日金
問・申込先＝長寿苑

募　集

全国社会教育研究大会京都
大会への協賛を募集
　９月20日火～22日木の期間、京都
府下５会場で第53回全国社会教育研
究大会京都大会が開催されます。こ
の大会は「おこしやす　おもてなし
の心を培う社会教育を！」をスロー
ガンに、今後の社会教育推進のあり
方について研究協議するものです。
大会の成功に向け、協賛いただける
皆さんを募ります。
協賛広告を募集
開催要項冊子（Ａ４判の当日プログ
ラム）に「協賛団体・企業等」とし
て協賛広告を掲載します。広告の大
きさは1/4～１ページで、協賛金は
10,000円～50,000円です。
個人協賛協力を募集
協賛いただいた方の氏名を、開催要
項冊子に掲載します。協賛金は一口
3,000円（何口でも可）です。
問＝生涯学習課（内221）

嘱託員（保健師・看護師）を募集

募集職種＝嘱託員（保健師・看護師）
募集人員＝若干名
雇用期間＝平成23年４月１日から１
年間（更新の場合あり）
応募資格＝保健師または看護師免許
を有する方（年齢不問）

試験方法＝面接による口述試験
※日時は申込時にお知らせ
申込期間＝２月１日火～15日火の平
日8:30～17:00（昼休みを除く）に
提出書類を下記まで持参。
提出書類
①履歴書（市販のもの）
②保健師または看護師免許の写し
問・申込先＝総務課総務係（内321）

自衛官を募集

募集種目
① 幹部候補生（一般・技術）
② 幹部候補生（歯科・薬剤師）
③ 一般曹候補生
受付期間
（①②③とも）
２月１日火～５月６日金
１次試験日
① ５月14日土・15日日
※ 15日は飛行要員のみ
② ５月14日土
③ ５月21日土
※ 受験資格や２次試験以降の日程な
どはお問い合わせください
問・申込＝自衛隊京都地方協力本部
☎211‒3471

スポーツ

町民ソフトバレーボール大会

　応援にお越しください。

昨年の大会のようす

とき＝２月20日日9:15開会
ところ＝町体育館
問・主催＝大山崎町体育協会（町体
育館内）

「わくわくクラブおおやまざき」 
からスポーツイベントのご案内
■わくわくサタデーナイト
とき／ところ
２月５日／町体育館
２月19日／大山崎小学校
いずれも土18:00～20:00
種目＝卓球、バドミントンなど
※ 会場により種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生100円
中学生以上200円
※ 申込不要、当日会場で受付
※ わくわくクラブおおやまざき会
員の方は会員証をご持参くださ
い

■わくわく四周年記念イベント
とき＝２月26日土9:30開会
ところ＝町体育館
内容＝わくわく運動会
※ 詳細は、２月初旬にチラシなど
でお知らせします

（いずれも）
問・主催＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館内）

お知らせ

自動車の不具合情報を 
お寄せください
　国土交通省では、迅速なリコール
の実施やリコール隠し防止のため、
「自動車不具合情報ホットライン」
を通じて、皆さんの車に発生した不
具合情報を収集しています。車に不
具合が発生したら、情報をお寄せく
ださい。ホームページからも受け付
けています。
連絡先＝自動車不具合情報ホットラ
イン
フリーダイヤル（平日の日中）
☎0120‒744‒960
www.mlit.go.jp/RJ/
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役場代表☎956‒2101 957-1101　保健センター☎953‒3430 953-7335　老人福祉センター「長寿苑」☎・ 957‒1860
社会福祉協議会☎957‒4100 954-4400　福祉センター「なごみの郷」☎957‒4100 954-4400

　中央公民館☎957‒1421 952-2846　町体育館☎956‒0567 956-0566　歴史資料館☎952‒6288 952-6289
大山崎ふるさとセンター☎956‒2310 952-6289　大山崎消防署☎956‒0119 957-0999

インフォメーション

nformation

16広報おおやまざき広報おおやまざき17

インフォメーション

nformation

保育所節分行事

とき＝２月３日木10:00～11:30
ところ＝第２保育所、第３保育所
対象＝未就学児とその保護者
申込締切＝２月２日水
問・申込先
第２保育所　☎957‒1120
第３保育所　☎957‒6091

「ゆめほっぺ」から
催しのご案内
① 人形づくり第２弾
とき＝２月１日火10:00～11:30
持物＝▼針▼はさみ▼赤い糸▼青
い糸

② 親子でスキンシップ第３弾
とき＝２月10日木10:30～11:30
持物＝タオル、お茶
※ 動きやすい服装で参加してくだ
さい

③ 絵本の読み聞かせ
とき＝２月17日木11:00～11:15

④ ランチ・デー
とき＝２月24日木12:00～13:00

ところ＝①③④ゆめほっぺ　②公民
館本館和室
対象＝未就学児とその保護者
注意！＝上記の催し開催中は通常の
ルーム開放は行いません
問＝ゆめほっぺ　☎959‒9050

乙訓福祉就職フェア

　乙訓二市一町の高齢者福祉施設、
障害者施設が参加します。
とき＝２月12日土10:30～16:00
ところ＝長岡京市立中央公民館３階
市民ホール
参加施設数＝約20施設
内容＝▼就労セミナー▼就労相談コ
ーナー▼合同就職面談会
主催＝乙訓障害者支援事業所連絡協
議会
問＝乙訓福祉施設事務組合
☎954‒6501 954‒6588

乙訓地域包括ケア
シンポジウム
　高齢者や障害者の方々が安心して
在宅生活を続けられるために必要な
連携について考えます。
とき＝２月26日土13:00～16:30
ところ＝長岡京市中央公民館市民ホ
ール
内容
○ 講演「在宅療養手帳と連携」下尾
和敏さん（乙訓医師会）

○ シンポジウム「安心して在宅生活
をするための連携」

定員＝200人
※ 参加無料
主催＝乙訓医師会、乙訓二市一町の
地域包括支援センター
後援＝向日市、長岡京市、大山崎町
問＝大山崎町地域包括支援センター
（なごみの郷内）　☎952‒6533

脳損傷・脳外傷による
高次脳機能障害講演会・交流会
　講演終了後、交流会を開催します。
後遺症や就労のことなど、気になっ
ていることを聞いてみませんか。
とき＝３月６日日14:00～16:00
ところ＝バンビオ１番館創作室
講演＝「脳損傷と高次脳機能障害を
知る」上田敬太さん（京都大学医学
部附属病院精神科神経科助教授）
定員＝60人
※ 参加無料、申込不要
問・主催＝高次脳機能障害サポート
研究会　高坂　☎090-1074-5326
問・共催＝京都府、乙訓圏域障害者
自立支援協議会　☎954-7939

地域生活支援フォーラムin乙訓

イベントタイトル＝「刑務所の中か
らみる障がい者の現状と課題　～今、
地域に求められるものは何か～」
とき＝２月19日土13:00～16:30
※ 12:30受付開始
ところ＝（財）長岡記念病院内記念体

育館
内容＝▼基調講演（山本譲司さん）
▼シンポジウム
※ 参加無料
定員＝300人（先着順）
申込方法＝▼所属▼氏名▼住所▼電
話番号▼FAX番号を、FAXで下記
まで。
問・申込先＝地域生活支援フォーラ
ムin乙訓事務局
☎956‒2543　 956‒2547

こころをいきいきとさせる方法！ 
―ストレスと上手に付き合いましょう―

　体も心も健康であるために、自分
のストレスと上手に付き合うセルフ
ケアを身につけます。
とき＝２月22日火14:00～16:00
ところ＝向日市民会館第１会議室
講師＝安元寛子さん（産業カウンセ
ラー）
定員＝50人（先着順）
申込方法＝２月１日火から電話また
はFAXで下記まで。
※ 手話通訳、要約筆記、一時保育あ
り。一時保育を希望の方は、２月
10日木までに要予約

問・申込＝向日市障がい高齢福祉課
☎931‒1111（内327）　 932‒0800

冬の探鳥会

　天王山にやってくる冬の渡り鳥を
観察します。
※ 小学生以下は保護者同伴
とき＝２月11日■祝9:00～12:00
※ 雨天時は当日7:30に中止の判断を
しますので、下記までお問い合わ
せください

ところ＝天王山周辺
※ 申込不要
集合＝阪急大山崎駅　9:00
解散＝御茶屋池付近　12:00
講師＝京都野鳥の会会員
持物＝筆記用具、双眼鏡など
問＝経済環境課経済観光係（内243）

講座・教室

ガラス工芸教室

　廃ガラスを利用した工芸教室です。
いずれも午前（9:15～12:00）・午後
（13:15～16:00）の２部制です。
※ 予約制。小学生は保護者同伴
■バーナーワーク教室
とき＝２月13日・27日、３月13日・
27日
対象＝小学５年生以上
参加費＝2,000円
■キルン教室
とき＝２月13日、３月13日（以上、
午前）、２月27日、３月27日（以上、
午後）
対象＝小学４年生以上
参加費＝500円
■サンドブラスト教室
とき＝２月27日、３月27日（以上、
午前）、２月13日、３月13日（以上、
午後）
対象＝小学生以上
参加費＝500円
持物＝使わなくなったガラス製品
■サンドブラスト体験教室
とき＝３月31日まで
　※ ２月11日、３月21日を除く
対象＝小学生以上
参加費＝200円
持物＝使わなくなったガラス製品

（いずれも）
問・申込＝クリーンプラザおとくに
リサイクル推進課　☎957‒6686

犬のしつけ方教室

　犬の正しいしつけ方を学びます。
学科には犬を連れて入れません。
※ 参加無料、見学可
対象＝犬の登録を済ませ、狂犬病予
防注射を毎年受けさせている、２歳
未満の犬の飼養者

定員＝10頭（10組）
※ 申込多数の場合は抽選
とき
学科…３月１日火13:30～15:00
実技…３月８日火・15日火・22日火
13:15～14:15
※ 実技は雨天中止。予備日は３月29
日火
ところ
学科…乙訓保健所２階講堂
実技…乙訓保健所テニスコート
申込締切＝２月15日火17:00（土日
■祝を除く）
申込方法＝申込書（役場２階経済環
境課に置いています）を下記まで。
問・申込先
乙訓保健所　☎933‒1241
町経済環境課（内246）
※ 乙訓保健所は電話でも申込可

催　し

選挙啓発講演会

　データ分析から見えてくる有権者の
真の政治意識についてお話しします。
とき＝２月25日金14:00～15:30
ところ＝向日市民会館第１会議室
※バスを出します（13:15役場発）
講演＝「2010年参議院選挙について
～市区町村データに見る連続と変
化」名取良太さん（関西大学総合情
報学部教授）
主催＝乙訓選挙管理委員会、明るい
選挙推進協議会連絡会
申込方法＝２月23日水までに電話で
下記まで。
問・申込先
大山崎町選挙管理委員会（内324）

スライドでみる
おとくにの発掘
　平成22年度に乙訓地域で行われた
発掘調査の成果を、分かりやすく画
像で解説します。

※ 参加無料、申込不要
とき＝３月６日日13:15～16:30
ところ＝大山崎ふるさとセンターホ
ール
内容＝特別報告「乙訓南部の古墳と
集落遺跡（仮題）」古閑正浩 （大山
崎町教育委員会）
※ 京都市、向日市、長岡京市域の発
掘成果も報告します
主催＝乙訓文化財事務連絡協議会
※ 駐車場（有料）には限りがあるた
め公共交通機関でお越しください
問＝生涯学習課文化芸術係（内226）

小企画展「社役人の古文書 
『奥田家文書』から」 
　江戸時代の離宮八幡宮社役人の古
文書から、近世期の大山崎の人々の
活動をみていきます。
とき＝２月22日火～３月13日日
ところ・問＝歴史資料館研修室

ひとり親家庭を励ます
知事と新入学児童等のつどい
　知事と一緒にレクリエーションを
楽しみます。出席者には記念品の贈
呈もあります。
※ 京都市在住者は参加不可。希望者
多数の場合は抽選。 昼食付き
とき＝３月６日日10:45～14:30
ところ＝京都テルサ（京都市南区新
町通九条下ル）
申込締切＝２月10日木
申込方法＝はがきに▼「新入学児童
のつどい参加希望」▼住所▼電話番
号▼保護者名▼新入学児童および同
行する兄弟姉妹の名前・フリガナ・
生年月日・性別▼最寄り駅▼参加人
数を記入のうえ、下記まで郵送。
問・申込先
母子家庭の方…京都府母子寡婦福祉
連合会　☎223‒1360
父子家庭の方…京都府民生児童委員
協議会　☎256‒7083
（いずれも、〒604‒0874　京都市中
京区清水町375　京都府立総合社会
福祉会館内）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
17
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
ま
す
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このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前
々月末（土、日、■祝にあたる場合は直前の平日）までに、
総務課秘書広報係☎956‒2101（内311)まで。
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町の推計人口と世帯数

ご
結
婚
お
め
で
と
う

【
宮
本
】　
　
　
　
　
奥
居
　
茂
・
静
香

ご
誕
生
お
め
で
と
う

【
宮
脇
】　
　
　
　
　
山
岸
　
大
真
（
た
い
し
）

【
北
浦
】　
　
　
　
　
宗
　
優
介
　
（
ゆ
う
す
け
）

【
宮
脇
】　
　
　
　
　
和
田
　
梓
文
（
し
も
ん
）

【
殿
山
】　
　
　
　
　
奥
田
　
紗
希
（
さ
き
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

【
尻
江
】　
　
　
　
　
福
田
　
忠
雄
（
85
歳
）

【
尻
江
】　
　
　
　
　
加
田
　
宗
次
（
88
歳
）　

【
脇
山
】　
　
　
　
　
寺
嶋
　
勇
（
77
歳
）

2011年１月1日現在(前月比)

源氏物語を読む会

① とき＝２月８日火・22日火
10:00～12:00
ところ＝中央公民館本館会議室
会費＝半年2,000円
問＝藤原　☎957‒0518
② とき＝２月12日土
10:00～12:00
ところ＝バンビオ１番館６階会議
室２
会費＝月800円
問＝森　☎957‒2826

大山崎俳句会（超結社俳句会）

とき＝２月２日水13:00～16:00
ところ＝大山崎ふるさとセンタ－
会費＝年会費3,000円
問＝岩田　☎956‒3953

作品展「創Ⅷ」 
～えがおの手しごと展～

　障害福祉センターあらぐさの利用
者が創作したさまざまな作品を展示
します。
とき＝２月27日日12:00～18:00、28
日月9:00～18:00、３月１日火9:00
～15:00
ところ＝長岡京市立産業文化会館１
階ホール
展示内容＝▼ガーゼを用いたアート
作品▼さをり織り▼草木染め▼ビー
ズ▼フェルト▼和紙など
問・主催＝障害福祉センターあらぐ
さ　☎953‒9212

桂川クリーン大作戦

　河川敷をクリーンウォーキングし
ます。
とき＝２月20日日9:30～11:30
※ 雨天時は２月27日日に延期 
ところ＝桂川河川敷
集合＝淀川河川公園（ダイハツ工業
京都工場下） 8:30から受付
主催＝桂川流域クリーンネットワー
ク
支援＝国土交通省淀川河川事務所
問＝桂川流域クリーンネットワーク
事務局　竹内　☎957‒5692

緑のボランティア講座

　最近、野山の鳥や蝶が減ってきた
と感じませんか？　身近な動物や植
物と共存するために、ボランティア
で何ができるのかを考えます。
■室内講座 
とき＝２月16日水
19:00～21:00
ところ＝長岡京市立中央公民館視
聴覚室
講義内容＝①自然を守るとは　②
ボランティアの作業とは 
参加費＝200円
■野外講座
とき／ところ
２月26日土／ポンポン山
２月27日日／光明寺裏山
３月12日土／小塩山
定員＝20人
主催＝乙訓の自然を守る会ほか
問・申込＝生田　☎ 932‒3481
宮崎　☎ 954‒1429
otokuni.sizen@gmail.com

町国際交流協会「英語クラス」 
受講生を募集（平成23年度前期４月～９月）

■初級クラス
毎月第１・第３火20:00～21:00
定員＝15人程度
受講料＝半年6,000円
内容＝簡単なあいさつや会話など
※日本人講師

親子でリズム「マンボウ」

　０歳～３歳のお子さんとママが一
緒に赤ちゃん体操やリズム遊びなど
で交流しています。動きやすい服装
で、飲み物持参でお越しください。
※ お手伝いしてくれる方も大歓迎
とき＝毎週木10:00～11:30
ところ＝大山崎集会所
体験料＝１回300円
※ 入会は月1,000円
問・申込＝新日本婦人の会　東
☎957‒3420

写経と散策

　心安らかなひとときをお過ごしく
ださい。
とき＝３月５日土（雨天決行）
集合＝宝積寺　9:30～10:00
解散＝ＪＲ山崎駅　15:00～16:00
参加費＝1,000円
定員＝80人（先着順）
内容＝▼お経の唱和▼法話▼写経▼
甘酒接待▼仏様拝観▼散策
散策コース
Ａコース：旗立松～十七烈士の墓～
　酒解神社～天王山山頂～山崎聖天
Ｂコース：アサヒビール大山崎山荘
　美術館～歴史資料館
※ ガイド無料、入館料は別途
持物＝▼弁当▼飲み物▼雨具
※ 写経の道具類は用意します
申込方法＝▼郵便番号▼住所▼氏名
（ふりがな）▼年齢▼性別▼電話番
号▼希望の散策コース▼参加人数を、

FAXまたは往復はがきで下記まで。
※ 散策に参加しない方はその旨を明
記してください

問・申込先＝〒618‒0071 大山崎町
大山崎竜光３　歴史資料館内　大山
崎ふるさとガイドの会
☎952‒6288　 952‒6289

歴史講演会

とき＝２月27日日13:30から
ところ＝大山崎ふるさとセンターホ
ール
※ 入場無料、申込不要
講演＝「歩兵銃からみた幕末の軍事
改革」
講師＝千

ち だ

田康治さん（高槻市立しろ
あと歴史観学芸員）
主催＝大山崎ふるさとガイドの会
（歴史資料館内）　☎952‒6288

ＮＨＫ学園　受講者を募集

　通信講座で新しい趣味やスキルを
身につけてみませんか。幅広いジャ
ンルの講座が200コース以上ありま
す。まずは無料の案内書をご請求く
ださい。
主な講座＝▼俳句▼短歌▼川柳▼書
道▼ペン字▼水彩画▼絵手紙▼写真
▼古文書▼漢方薬膳▼ハーブ▼ハン
グル▼簿記など
受講期間＝３カ月～１年
※ 年齢制限なし
問＝ＮＨＫ学園　☎042‒572‒3151
案内書請求フリーダイヤル
☎0120‒06‒8881

放送大学　４月入学生を募集

　放送大学は通信制の大学です。テ
レビやラジオ放送を利用して、全都
道府県57カ所にある学習センターや
サテライトスペースで幅広い分野を
学べます。
主な分野＝▼心理学▼福祉▼経済▼
歴史▼文学▼自然科学など
出願締切＝２月28日月
問・資料請求＝放送大学京都学習セ
ンター（京都中央郵便局西側キャン
パスプラザ京都３階）　☎371‒3001

大山崎町ミックスダブルス 
テニス大会結果

とき＝12月12日日
ところ＝丹波自然運動公園
主催＝ドルチェテニスクラブ
入賞＝A優勝：余川・高西　準優勝：
片山・秋田　３位：大串・田村　B
優勝：津山・津山　準優勝：坂田・
日野　３位：安本・森澤
問＝近江　☎090‒3627‒3169

平成22年大山崎町 
ラージボール大会結果

とき＝12月19日日9:00～15:00
ところ＝町体育館
結果＝（男子）１位：中村　２位：
山本　３位：岩本　（女子）１位：
阿野　２位：西岡　特別賞：高橋
主催＝大山崎町卓球連絡協議会、ラ
ージボール役員
問＝渡辺　☎957‒0964

■中級クラス
Ａ　毎月第１・第３火
　　10:30～11:30
Ｂ　毎月第１・第３木
　　20:00～21:00
定員＝各クラス９人
受講料＝半年6,000円
内容＝会話練習を中心に、表現や
発声など
※日本人講師
■外国人による英会話クラス
Ａ　毎月第２・第３・第４土
　　13:50～14:50
Ｂ　毎月第２・第３・ 第４土
　　15:00～16:00
定員＝各クラス９人
受講料＝半年9,000円
内容＝簡単なフリートーキング、
英会話など
※フィリピン人講師

（いずれも）
ところ＝中央公民館
問・申込＝大山崎町国際交流協会
竹元　☎090‒5150‒0054

親子サロン「スマイルプレイス」

　自由あそび、手遊び歌のあと、お
菓子を楽しみます。
とき＝２月４日金、３月４日金
10:00～11:30
※ 申込不要
ところ＝中央公民館本館和室
参加費＝300円
対象＝乳幼児とその保護者、初めて
のお子さんを妊娠中の方
問＝幸山　☎080‒5700‒5822

ちびっこフェスタ2011

とき＝２月18日金11:00～12:00
ところ＝長岡京市立産業文化会館
内容＝劇団うりんこによる芝居「う
たうしじみ」
対象＝未就園児とその保護者
参加費＝３歳以上1,000円
主催＝ＮＰＯ法人おとくにパオ
※ 申込先着順
問・申込＝吉田　☎955‒4366

ひとのうごき
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:0
0～
20
:0
0

学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
8:
30
～
12
:0
0

乙
訓
地
域
包
括
ケ
ア
 シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
長
岡
京
市
立
中
央
公
民
館
　
13
:0
0～
16
:3
0

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
四
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
町
体
育
館
 9
:0
0～

い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
第
二
大
山
崎
小
　
18
:0
0～
20
:0
0

天
王
山
マ
ツ
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
天
王
山
山
頂
北
 9
:3
0～

資
源
ゴ
ミ
収
集

（
2/
11
■祝
の
振
替
）

元
気
ア
ッ
プ
教
室（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 1
3:
30
～
14
:3
0

暮
ら
し
と
事
業
の
行
政
相
談
会

　
役
場
３
階
総
務
課
で
受
付

　
13
:3
0～
16
:3
0

サ
ウ
ン
ド
・
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 9
:3
0～
11
:3
0

健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
 1
3:
00
～
15
:0
0

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
役
場
２
階
第
２
・
第
３
会
議
室

　
13
:0
0～
16
:0
0

心
配
ご
と
相
談

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

　（
福
祉
・
子
育
て
・
行
政
・
人
権
）

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
経
済
環
境
課
　
14
:4
0～
15
:0
0

　（
毎
週
水
、た
だ
し
■祝
を
除
く
）

健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
 1
3:
00
～
15
:0
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
 1
3:
30
～
15
:3
0
サ
ウ
ン
ド
・
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 9
:3
0～
11
:3
0

茶会
教室

関連
事業
・抹
茶カ

フェ
「戦

国茶
屋」

　
町
民
ロ
ビ
ー
 1
3:
00
～
16
:0
0

元
気
ア
ッ
プ
教
室（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 1
3:
30
～
14
:3
0

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
役
場
１
階
第
１
会
議
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

　（
2/
14
月
に
振
替
）

冬
の
探
鳥
会

　
天
王
山
周
辺
 9
:0
0～
12
:0
0

　（
阪
急
大
山
崎
駅
前
集
合
）

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
町
体
育
館
 9
:1
5～

元
気
ア
ッ
プ
教
室（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 1
3:
30
～
14
:3
0
カ
ラ
オ
ケ
大
会（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
 1
0:
00
～
15
:0
0

心
配
ご
と
相
談

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

　（
福
祉
・
子
育
て
・
人
権
）

選
挙
啓
発
講
演
会

　
向
日
市
民
会
館
 1
4:
00
～
15
:3
0

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
 9
:0
0～
17
:0
0

　（
1/
31
月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
 1
3:
30
～
15
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:3
0～
15
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

小
企
画
展「
社
役
人
の
古
文
書『
奥
田
家
文
書
』か
ら
」

　
歴
史
資
料
館
 9
:3
0～
17
:0
0

　（
3/
13
日
ま
で
）

消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
15
:3
0

町
体
育
館
臨
時
休
館

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
 9
:0
0～
17
:0
0

　（
2/
28
月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
13
:3
0～
15
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 9
:0
0～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 1
0:
00
～
11
:3
0

道
路
を
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め
に

○
道
路
上
に
は
み
出
た
樹
木
な
ど
は
視
界
や
通
行
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
剪
定
し
て
く
だ
さ
い

○
道
路
上
に
自
転
車
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
通
行
の
妨
げ
に

な
る
も
の
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○
道
路
上
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
 

―
建
設
課
―

9
10

町
体
育
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
３
月
１
日
火
、
床
面
清
掃
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

―
町
体
育
館
―

6
7

町
民
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
 

　「
譲
り
た
い
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
譲
り
渡
し
、譲
り
受
け
は
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

現
在
の
登
録
状
況
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝
経
済
環
境
課
　
☎
95
6-
21
01
（
内
24
6）

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
 

　
寝
具
を
丸
洗
い
し
、
乾
燥
後
配
達
し
ま
す
。

対
象
＝
寝
た
き
り
ま
た
は
独
居
の
65
歳
以
上
の
方

利
用
料
＝
40
0円
　
　
申
込
期
間
＝
１
月
６
日
木
～
14
日
金

問
・
申
込
先
＝
町
民
健
康
課
　
☎
95
6-
21
01
（
内
13
7・
13
8）

詳
細
は
、
本
誌
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　
☎
95
6-
21
01
（
内
15
9）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
が

父
子
家
庭
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た

―
経
過
措
置
期
限
は
11
月
30
日
―

注
意
!

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

あ
わ
て
ん
と
 ゆ
っ
く
り
越
し
ま
し
ょ
 京
の
暮

12
月

11
日
土
～

31
日
金

 

～
大
山
崎
町
交
通
対
策
協
議
会
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
 

　
　
　
　
　
  　
　
　
　
 　
 　
　
　
   
　
　
　
 

　
　
　
　
 　
  　
　
 

　
　
　
  　
  　
　
　
　
   
 　
 

　
　
　
　
　
  　


